
鶏　肉　情　勢 更新 全農チキンフーズ㈱

１．国内 (1)

生産状況 単位：千羽、千トン、％

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比

入雛羽数 56,765 103.5% 116,489 100.5% 60,561 106.6% 59,666 101.3% 57,215 101.8%

(2) 処理羽数 55,115 106.5% 108,843 102.7% 59,002 103.6% 57,071 102.3% 56,324 101.9%

処理重量 162.6 106.9% 323.2 103.9% 173.4 103.2% 169.3 102.2% 166.5 100.9%

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]

輸入動向 単位：千トン、％

２．輸入 (1) 鶏肉 調製品 合計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 鶏肉 調製品

39.0 41.8 93.4 37.1 34.9 106.2 76.1 76.7 99.2 51.3 48.7

41.6 41.8 99.6 37.8 37.5 100.7 79.3 79.3 100.1 52.4 47.6

48.4 43.6 111.2 30.3 31.5 96.2 78.7 75.0 104.9 61.5 38.5

(2) 47.4 41.2 115.3 29.1 29.2 99.9 76.6 70.3 108.9 62.0 38.0

95.9 84.7 113.2 59.4 60.6 98.0 155.3 145.4 106.8 61.7 38.3

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]、全国食鳥新聞

１．家計消費 (1) 消費動向 単位：グラム、円、％ 相場（年別・暦年） 単位：円

もも肉 むね肉 計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 H22年 618 229 847

1,614 1,593 101.3 1,677 1,618 103.6 H23年 642 264 906

２．量販・卸 (1) 1,335 1,254 106.5 1,336 1,239 107.8 H24年 563 189 752

1,310 1,283 102.1 1,292 1,232 104.9 H25年 583 246 829

1,323 1,269 104.3 1,314 1,236 106.3 H26年 626 294 920

(1) ※参考資料：総務省統計局HP H27年 639 336 975

在庫状況 単位：千トン、％

１．28年1月 (1)

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

19.6 17.9 109.6 121.6 104.8 116.0 141.1 122.7 115.0

２．見通し (1) 21.3 17.1 124.6 120.1 107.4 111.9 141.4 124.5 113.6

22.2 15.7 141.4 115.2 102.3 112.6 137.4 118.0 116.4

23.4 15.5 151.4 123.9 109.1 113.6 147.3 124.5 118.3

(2) ※実績参考資料：畜産日報、農畜産業振興機構

相場（月別） 単位：円、％

品名 もも肉 むね肉 正肉合計

１．3月動向 (1) 履歴 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

H27年12月 676 665 101.7 314 326 96.3 990 991 99.9

H28年1月 668 670 99.7 283 328 86.3 951 998 95.3

２．4月見通 (1) H28年2月 633 651 97.2 263 331 79.5 896 982 91.2

H28年3月 617 646 95.5 256 336 76.2 873 982 88.9 ※（）は見通し

H28年4月 (610) 642 95.0 (255) 334 76.3 (865) 976 88.6

H28年5月 (610) 622 98.1 (255) 335 76.1 (865) 957 90.4

639 656 97.4 267 332 80.4 906 988 91.7

H28年1月

輸入品は、高水準な輸入数量が続いており、暖冬傾向による鍋物不振から年始の販売が不
調となり、在庫数量はやや増加となった。
今後も40千トンを超える輸入数量が予測されているものの、加工仕向けやテーブルミート向け
の特売需要があり、輸入品在庫は横ばいの傾向が続くものと思われる。

相
　
　
場

平成28年3月の相場は、もも肉617円/ｋｇ、むね肉256円/ｋｇと、前月比でもも肉が16円/ｋｇ、
むね肉は7円/ｋｇ下げ合計では23円/ｋｇの下げとなった。もも肉は、量販店の販売好調等から
3月中旬で下げ止まり、やや盛り返して保合いで推移した。むね肉も、量販店の特売等でテー
ブルミート向けの需要が出てきたことから、やや下げたものの保合いでの推移となった。
4月は気温が高めとの予報となっており、一部の産地で大腸菌症による不安定さは見られるも
のの、出荷は潤沢なものになるものと思われる。
もも肉は、行楽需要等から販売は順調であるものの、潤沢な供給から需給がやや緩み、4月平
均は若干の下げとなって610円/kg前後になるものと思われる。
むね肉は、加工仕向けでも需要が回復してきており、引続き弱気配は続くものの在庫が締
まってきたことから、4月平均では255円/ｋｇ前後と保合いで推移するものと思われる。 H28年平均

在
　
　
庫

平成28年1月の推定期末国内在庫数量は、国産が23.4千トンと在庫は増加し、前年比でも大
きく増加となった。輸入品在庫も123.9千トンと大きく増加しているが、国内在庫過多の調整局
面となり輸入数量も落ち着き、在庫数量は横ばいで推移するものと思われる。

履歴
国産 輸入品 合計

H27年10月

国産在庫は、年末から持ち越した凍結商品の消化が進んでいなかったが、年度末を迎えて
一定程度の在庫消化が進み、国産在庫数量は横ばいで推移するものの、在庫の無かった前
年を引き続き上回って推移するものと思われる。

H27年11月

H27年12月

数量 金額

Ｈ27年12月

量販店等の鶏肉販売は、相場も落ち着いた動きとなったことから、特売需要が伸びてきてい
る。また、関東でも桜の開花が宣言される等、気温も徐々に高くなってきていることから行楽需
要に期待を寄せた売り場作りとなっている。

Ｈ28年1月

Ｈ28年2月

H28年平均

鶏肉調製品は、平成28年2月通関実績が29.1千トン（前年比99.9％）と前年並みとなった。
調製品輸入は、タイからの輸入が再開して以降、原料肉輸入へのシフトが続いており、輸入
数量は減少傾向が続いている。また、中国産は賞味期限切れ問題による影響が残り、タイ産
へのシフトが続いている。

Ｈ28年2月

H28年合計

需
　
　
　
要

総務省家計調査による平成28年2月の全国一世帯当たりの鶏肉消費量は1,310㌘（前年比
102.1％）、金額は1,292円（前年比104.9％）前年を上回った。
数量は、閏年と言う事もあり前年を上回ったが、1日あたりにすると前年を下回っている。金額
は、数量が伸びたことで前年を上回っており、1日あたりにしても前年を上回った。暖冬傾向で
鍋物需要は振るわなかったが、節分関連で惣菜部門が伸びる傾向が見られた。

履歴

３．業務・
　　加工筋

輸入品は、一部解凍ももで販売されているが、あまり市中に出回ることなく加工原料で使用さ
れているようだ。国産冷凍品も、加工原料で使いやすい価格となったことから需要が維持され
ており、現状では過去に見られたような相場の大きな崩れは見られない。

28年5月計画

平成28年3月～5月の計画では、各月とも入雛羽数、処理羽数および重量で前年を上回る計
画となっている。計画数値は前年を上回っているものの、羽数に比べて処理重量は低目に計
画されているが、一部では余裕のある上半期に羽数を増加させ、小ビナの生産を増やす動き
もあると考えられている。また、夏以降にはUSチャンキーも次第に出荷が始まり、鶏種変更に
よる生産の動向に注視する必要があると思われる。

輸入鶏肉の平成28年2月通関実績は、47.4千トン（前年比115.3％）と前年を大幅に上回っ
た。ブラジルからの輸入数量が39千トン（114％）、タイも7千トン（124％）と大量の輸入が継続し
ている。
為替の円高傾向が止まって徐々に外貨が高くなってきているものの、現地通貨安や加工仕向
けなどで一定量の仕入があることから、輸入数量は高止まりで推移している。

品名 比率

履歴

Ｈ27年11月

Ｈ27年12月

Ｈ28年1月

2016年4月4日

項　目 内　　　容 実　　　績

供
　
　
　
　
　
給

平成28年2月単月の実績は、推計で入雛羽数が前年比103.5％、処理羽数で前年比
106.5％、処理重量で前年比106.9%と前年を大きく上回った。
2月は閏年で1日稼働日が多かったため、前年を大きく上回る産地が多かった。閏年の稼働日
数増加による影響を除いても増加幅は1.0-1.5％程度あり、気温が全国的に平均を大幅に上
回ったこともあって、各産地とも生産は堅調であったものと見受けられる。

28年2月推計 Ｈ28推計合計 28年3月計画 28年4月計画


